















































































































































































































































区　名 10cm 20cm35cm（n＝20） （n＝20） （n＝20） （n＝20）
CON区 123．2b 155．2ab94．7ab 48．1 14．4 27．5 823．7abc
SUB区 151，9b 90．3b 61．7bc 47．9 13．4 27．1 787．Oabc
SUR区 154．4b 104．2b 73．Ob 53．8 16．8 28．5 1122．5a
CONB区 251．Oa 206．2a 107．1a 47．2　． 12．0 28．1 665．3b
SUBB区 204．2ab139．5ab 69．3bc 49．3 14．4 27．4 876．Oabc
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ショウガの生育に及ぼすスポットバリャーと地表および地下潅概の影響（1）
区で2日間みられたにすぎなかった。これらの結果は，深度10cmではSURB区がSUR区よ
りも低pF値の，即ちバリヤーの保水的傾向を示し，それ以外のCONBおよびSUBB両区，ま
た20cmにおいてはCONB，　SUBB，およびSURB各区いずれのバリヤーも当発現率を高め，シ
ョウガに対し水分ストレス4）を助長する傾向を示した。なお35cmにおいては，　CONB区（発現
率2％）を除く各区において水分ストレスをもたらすような高pF値はみられなかった。
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　次に潅概の有無についてみると，バリヤーのない場合深度10cmではCON区が最も低かった
が，深度20および35cmではSUB，　SUR，　CON区の順に高かった。しかし，バリヤーのある場
合はすべての深度でCONB区が最高で，　SUBBおよびSURB区は低くなり，潅概の有効性を示
した。
　第5図は，ショウガの生育過程における草丈の伸長状況を示したものである（6月22日の結果
は省略：茎数も同様）。これによると，SUR区が最高で，　SURB区がこれに次ぎ，　CONB，
SUB，およびCON区の3区は短い方だった。生育前半の4回にわたる調査においては，この間
4回の人工潅概にもかかわらず，各区間に有意差は認められなかった。しかしその後（8月11日
以降）は各区間に有意差か認められるようになった（分散分析結果の資料は省略：以下資料省
略と略記す）。有意差はCONB：SURおよびCONB：SURB区間で最も多く（13回の調査中，
8回）認められ，次いでSUB：SUR区間（同，7回），　CON：SURおよびSUB：SURB区間
（同，6回），CON：SURBおよびSUR：SUBB区間（同，5回）でも認められたが，次の6区
間，即ちCON：SUB，　CON：CONB，　CON：SUBB，　SUB：CONB，　SUB：SUBB，および
SUBB：SURB区間では全く認められなかった。これらの結果は，　SUBB：SUB両区間ではバ
リヤーのあった方がより草丈を伸長させる傾向（有意差はみられなかったが）を示した。しかし
CONBおよびSURB両区のバリヤーはそれぞれCONおよびSUR両区の草丈の伸長に否定的
な傾向を示した。また潅概についてみると地表および地下潅概のいずれもがその伸長に効果的な
ことを示した。
　第6図は生育過程における茎数の増加状況の推移を示したものである。これによると，SUR
計測値
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区が最多で，SURB区がこれに次ぎ，　CONB区が最少だった。生育前半の4回にわたる調査に
おいては，各区間に有意差は認められなかったが，それ以降（8月1日）には認められるように
なった（資料省略）。有意差が最も多く認められたのは，CONB：SUR区間（13回の調査中，9
回確認）で，これにSUB：SUR区間（同，8回），　SUR：SURB区間（同，7回）と続き，全
く確認されなかったのは3区間（CON：SUBB，　SUB：CONB，およびSUB：SUBB）のみで
あった。これらの結果は，SUBB区のバリヤーがSUB区よりも茎数を増加させた（有意差はみ
られなかったが）ことを除き，草丈同様，CONBおよびSURB両区のバリヤーは茎数の増加に
否定的な傾向を示した。また潅概は草丈同様，いずれもその増加に効果的なことを示した。
　第7図は生育過程における葉緑素の推移を示したものである。これによると，生育前半にお
いてはSURおよびSURB両区が，また生育後半においてはCONB区の計測値がやや高かっ
た。
　第8図はショウガの収穫期における総重量調査の結果を示したものである。これによると，
総重量（種ショウガを除く）はSUR区が最も重く，以下SURB，　SUBB，　CON，およびSUB区
と続き，CONB区が最低だった。ダンカソの多重検定結果（第2表）によると，有意差は次の
7区間，即ち，CON：SUR，　CONB：SUR，　CONB：SURB，　CONB：SUBB，　SUR：SUB，　SUR：
　総重量
　　　（9）
1500
1000
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0 ?????????
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SUBB，およびSUB：SURB区間で認められた。これらの結果は，　SUBB：SUB両区間ではバ
リヤーのあった方がより増収の傾向（有意差はみられなかったが）を示している。しかしこの両
区以外のCONB区およびSURB区におけるパリヤーの埋設は，それぞれCONおよびSUR両
区に対し，ショウガに減収をもたらす（有意差あり）ことを示している。また潅概，特に地表潅
溜iは顕著な増収効果を示した。
4．考
?
　スポットバリヤーの意図する保水効果について，まず水分張力値を検討すると，各深度とも
SURB区はSUR区よりも低水分張力値の，即ち保水的傾向を示したが，両区間に有意差は認め
られなかった。この両区間以外のバリヤーを有するCONBおよびSUBB両区はいずれの深度で
もそれぞれ対応するCONおよびSUB両区よりも水分張力値が高く，バリヤーは保水とは逆に
乾きすぎの傾向を示していた。このことは佐野ら1）の結果と類似しており，唯一の例外である
SUR区に対するSURB区の保水的傾向は，　SUR区が潅概基準観測点になっていることとあい
まって，バリヤーの有効性につながったものと考えられる。
　バリヤーがショウガの草丈，茎数，および総重量に及ぼす影響についてみると，CONBおよ
びSURB両区のバリヤーはそれぞれの伸長，増加，および増収に否定的な傾向を示した。しか
しながら，SUBB区のバリヤーはSUB区よりも，深度10および20　cmの水分張力値をトータル
でそれぞれ50mmも高めた（第2表）にもかかわらず，草丈の伸長，増加，および増収をもた
らし，地下潅概をする場合はバリヤーの必要なことを強調しているようにも考えられた。
　次に，潅概の影響についてpF値および潅水点発現率をみると，地下および地表潅概ともpF
値および当発現率を下げ，潅溜i，特に地表潅概の有効性を示した。生育期間内の蒸発散量積算値
が大きい作物で，夏期に生育が盛んでしかも生育期間の長いショウガなどは，夏期の蒸発散量平
均がおよそ5～6mm／日程度と推定されている5・6）。本実験期間中の生育の盛んな夏期の，自然
降雨量のみの無潅概区：これに人工潅概量を加えた潅概両グループの雨量／日を比較してみる
と，それぞれ7月は4。2と6．8mm，8月は9．7と10。3　mmとなり，7月の無潅概区での雨量不足は
明らかである。その結果としてショウガの草丈，茎数，および総重量に及ぼす影響についてみる
と，地下および地表両潅概区ともこれらのいずれにもそれぞれ効果的なことを示し，特に地表潅
概の有効性はサトイモの実験と同様1・2）であった。地下潅概が地表潅概に劣る理由としては，地
中潅概水は土中では上方および水平方向への移動が少ない9）といわれていることに加え，バリヤ
ーの深度が深過ぎた（50cm）こと，補助暗渠部分が大き過ぎた（30×35　cm）こと，および充
填したモミガラでは粗間隙が大きいため，毛管上昇がみられない1），ことなどによるものと考え
られる。
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　タンパク質とクロロフィルの生合成は軽度のストレスに対しても敏感に反応すると言われてい
る4）。生育の前半においては潅概，特に地表潅概区で，また生育の後半においては最も乾き易い
と思われるCONB区で葉緑素含量が高くなるようだったが，各区間に一定の傾向はみられなか
った。
　雨量の多い日本の潅概目的は，干ぽつ防止的なものでなく，積極的な作物増産が指向してきて
おり10），地表潅概はもとより，地下潅概もその効果および多目的利用方法など，新しい水利用
技術としての技術確立を目的としている11）。畑潅概でpF　2．5と3．3では後者の収量が50％低下す
・るといわれ12），潅概施設の利用が増えてきている。当実験において潅概による顕著な差はSUR：
CON両区間でみられ，地表潅概区では36％の総重量の増加がみられた。
摘 要
　ショウガの生育に及ぼすスポットバリヤーと地表および地下潅概の影響についての実験を，
1987年に実施した。スポットバリヤーは，両端に10cmの立ち上がりをつけた凹型バリヤーで，
深度50cm，幅35　cmで，帯状にセットした。当該年度の7および8月の降雨量はそれぞれ85お
よび131　mmと，8月は平年並であったが，7月は平均を大きく下回っていた。このような条件
下で，地表潅概区の深度10cmにセットしたテンシオメーターの示度がpF　2．5を越えた時点で，
20mm／回の地下および地表潅概を行った。得られた結果は次の通りである。
　1）深度10cmでは，　SURB区がSUR区よりも低pF値で，バリヤーの保水的傾向がみられ
た（有意差はみられなかったが）。しかし他の場合には各深度とも全て，バリヤーは乾きぎみ（水
分ストレス）の状況を呈した。
　2）SUBB区は，　SUB区よりもpF値がやや高めにもかかわらず，収量的には地下潅概にお
けるバリヤーの必要性を強調したいた（有意差はみられなかったが）。
　3）　地表潅概の方が地下潅概より優っていた。
　4）CON区（無潅概）に比し，地表潅概区の総重量は36％増となった。
謝辞　本研究は本学科学技術研究所の昭和62（1987）年度の総合研究費を受けて行われたもので
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　試験の遂行に当たっては本学誉田農場の大塚薫夫，土屋利男，安藤幸夫氏らのご協力を得た。
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